
     

 

 
 

 

話  題 

 
到津小の児童が古後小で体験学習！  

ICT 技術力向上×自然体験交流 
～古後の魅力発信でプレゼン力を高めよう～ 

 

話題の内容 

 
■経 緯 

昭和 13年、日本の“アンデルセン”といわれた久留島武彦先生の 
提唱により、到津の森公園（旧到津遊園）の敷地内に北九州桃太郎の 

会の子どもたちによって桃太郎像が建設された。戦時中もこの像は大切
に守られ、昭和２４年に久留島先生の故郷である大分県玖珠町に寄贈 
された。このようなつながりを踏まえ、今回、北九州市と玖珠町の交流
事業を実施することとなった。 

 
■趣 旨   

令和５年度から小規模特認校となった玖珠町の「古後小学校」におい
て、北九州市と玖珠町の児童を対象に交流体験を実施する。 
また、自然体験交流を通じて、ICT 技術のスキルアップを図るととも

に、夏の課題研究に繋げる。 
 

■日 時 

令和５年７月２７日（木）～令和５年７月２９日（土）（２泊３日） 
 

■場 所 
 玖珠町立古後小学校、体育館 
※ 活動場所は時間によって異なります。 

事前にご連絡ください。（下記連絡先） 
 
■参加者 

 到津小学校 小学校 5・６年生 ３２名 
 玖珠町の児童 １１名 
 
■スケジュール 
１日目（７月２７日） 

10:30 道の駅「童話の里くす」到着 ※玖珠町の児童合流 
11:30 久留島武彦記念館及び久留島氏庭園見学 
13:30 旧豊後森機関庫見学 
16:00 古後小学校着 
19:00 防災教育 

２日目（７月２８日） 
8:45 フィールドワーク① 
13:00 フィールドワーク② 

３日目（7月２９日） 

8:45 フィールドワーク③ 
13:00 成果発表 

14:30 お別れの会 

問い合せ先 

教育委員会学校教育課 

担当 松山（学校教育課長） 本村（学校教育課指導主事） 

TEL  ０９３－５８２－２３６８  

 

 

令和５年７月２６日 

学校の話題提供（教育委員会） 

北九州市、玖珠町

交流事業 


